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島ぐるみで 守り､育てる水源林
北海道・天売島の挑戦

いったんは消滅した森を取り戻した天売島。海を
挟んで見えるのは隣島の焼尻島（やぎしりとう）

【山・森林】

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
森

林
が
ほ
ぼ
消
滅
し
た
天て

売う
り
と
う島

。
観
光
客

が
押
し
寄
せ
た
昭
和
40
年
代
後
半
に
は

断
水
が
繰
り
返
さ
れ
、
島
外
か
ら
給
水

を
受
け
る
と
い
う
深
刻
な
水
不
足
に
陥

っ
た
。
そ
の
後
、
苛
烈
な
気
候
を
克
服

し
て
育
て
た
森
が
、
間
伐
期
を
迎
え
て

い
る
。
た
ん
に
間
伐
す
る
だ
け
で
な
く
、

島
お
こ
し
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
と
、

島
民
と
天
売
島
を
応
援
す
る
関
係
者
が

動
き
出
し
た
。
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島ぐるみで 守り､育てる水源林
北海道・天売島の挑戦

       　        

稚内礼文島

利尻島

名寄

士別

旭川

美瑛町

富良野

北海道

滝川

夕張
札幌

小樽

留萌

羽幌町
焼尻島

天売島

1天売島へ行くには羽幌港から焼尻島を経由す
る。所要時間は高速船で約1時間、フェリーで約1
時間45分 2帰巣したウトウの親鳥。エサはイカナ
ゴやカタクチイワシ、イカなど 3島内に残るかつて
のニシン番屋。京都から宮大工を呼び寄せて建て
たという　

1

2

3

島ぐるみで守り、育てる水源林 ―― 北海道・天売島の挑戦
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北
の
離
島
は

海
鳥
の
楽
園

　

初
夏
の
太
陽
が
水
平
線
に
沈
ん
で
か

ら
断
崖
絶
壁
の
展
望
台
に
立
つ
。
茜
色

の
空
に
鳥
た
ち
の
群
舞
。
暗
く
な
る
に

つ
れ
て
数
が
増
し
、
頭
上
近
く
を
低
空

飛
行
す
る
羽
音
ま
で
聞
こ
え
た
。「
頭
に

ぶ
つ
か
る
と
い
け
な
い
の
で
移
動
し
ま

し
ょ
う
」。
ウ
ト
ウ
帰
巣
見
学
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
に
そ
う
促
さ
れ
て
展
望
台
を
下

り
る
。

　

こ
こ
は
北
海
道
の
天
売
島
。
絶
滅
危

惧
種
の
オ
ロ
ロ
ン
鳥
や
ウ
ト
ウ
、
ケ
イ

マ
フ
リ
な
ど
が
多
数
繁
殖
し
「
海
鳥
の

楽
園
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
札
幌
か
ら

ク
ル
マ
で
３
時
間
北
上
し
た
羽
幌
港
か

ら
さ
ら
に
高
速
フ
ェ
リ
ー
で
西
へ
１
時

間
。
空
が
澄
ん
だ
日
に
は
北
に
利
尻
島

を
望
め
る
、
人
口
約
３
０
０
人
、
周
囲

12
㎞
の
小
さ
な
離
島
だ
。
５
～
９
月
の

シ
ー
ズ
ン
中
は
２
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
る
。

　

大
人
の
背
丈
ほ
ど
の
野
草
イ
タ
ド
リ

す
れ
す
れ
に
ウ
ト
ウ
の
黒
い
影
が
舞
う
。

地
表
近
く
を
飛
ぶ
の
は
、
ヒ
ナ
に
与
え

る
魚
を
く
わ
え
巣
穴
に
戻
る
た
め
だ
。

ウ
ト
ウ
は
海
で
暮
ら
し
陸
で
子
育
て
す

る
。
３
月
上
旬
に
島
へ
飛
来
す
る
と
、

海
に
近
い
陸
地
に
巣
穴
を
掘
っ
て
産
卵
。

孵
化
す
る
５
月
か
ら
ヒ
ナ
が
巣
立
つ
７

月
上
旬
ま
で
、
日
没
後
に
親
鳥
は
帰
巣

す
る
。

　

巣
立
ち
の
ヒ
ナ
が
い
た
。
よ
ち
よ
ち

歩
い
て
道
路
を
横
切
る
。
海
の
方
向
が

わ
か
ら
ず
、
逆
に
行
こ
う
と
す
る
の
を

見
学
客
が
「
あ
っ
ち
だ
よ
！
」
と
声
を

か
け
る
。
海
へ
出
る
前
に
カ
ラ
ス
や
オ

オ
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
の
餌
食
に
な
る
ヒ
ナ

も
多
い
と
か
。
が
ん
ば
れ
、
と
応
援
し

た
く
な
る
。

森
林
を
失
っ
て

水
不
足
に
陥
る

　

ウ
ミ
ネ
コ
の
大
繁
殖
地
の
近
く
を
ク

ル
マ
で
通
っ
た
。
道
路
ま
で
埋
め
つ
く

し
、
の
ろ
の
ろ
徐
行
し
な
い
と
進
め
な

い
。
運
転
す
る
齊
藤
暢み
つ
るさ

ん
は
運
送
業

を
営
む
傍
ら
「
一
般
社
団
法
人 

天
売

島
お
ら
が
島
活
性
化
会
議
」
の
代
表
理

事
を
務
め
地
域
活
動
に
も
携
わ
っ
て
い

る
。

「
海
上
に
ウ
ミ
ネ
コ
が
集
ま
っ
て
い
る

光
景
を
『
鳥
山
』
と
い
っ
て
、
そ
の
下

に
は
イ
カ
ナ
ゴ
や
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
な

ど
の
魚
群
が
い
ま
す
。
昔
は
そ
れ
が
ニ

シ
ン
で
し
た
。
鳥
山
が
見
え
る
と
漁
師

が
船
を
出
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」
と

齊
藤
さ
ん
は
言
う
。

　

北
海
道
の
日
本
海
側
の
例
に
漏
れ
ず

天
売
島
も
昔
は
ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
た
。

か
つ
て
島
が
深
刻
な
水
不
足
に
悩
ま
さ

4海抜100ｍを超える崖の上に据えられた「赤岩展望台」。周囲の地面には数えきれないほどのウトウの巣穴がある 5巣穴から出てきたウトウのヒナ。これから崖に向かい、海
に飛び込んで巣立ちとなる 6ウトウの巣穴。卵やヒナを狙う外敵が入れない大きさに掘る。穴の深さは約1ｍ 

45

6
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れ
た
遠
因
も
実
は
漁
業
に
あ
る
。
齊
藤

さ
ん
に
よ
る
と
「
肥
料
と
し
て
出
荷
す

る
ニ
シ
ン
粕
を
つ
く
る
の
に
薪
が
必
要

で
、
森
林
伐
採
が
進
み
ま
し
た
」。

　

明
治
時
代
前
期
に
森
の
多
く
は
消
滅

し
、
さ
ら
に
山
火
事
が
追
い
打
ち
を
か

け
天
売
の
森
は
ハ
ゲ
山
に
。
そ
の
後
、

植
林
が
試
み
ら
れ
、
１
９
５
４
年
か
ら

は
公
共
治
山
事
業
に
よ
る
森
林
再
生
へ

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
が
、
表
土
が

堅
く
や
せ
た
土
壌
、
冬
の
強
い
季
節
風

に
よ
る
寒
風
害
や
倒
木
な
ど
、
厳
し
い

自
然
環
境
ゆ
え
木
が
育
た
な
か
っ
た
。

　

水
源
涵か
ん
よ
う養

林
が
貧
弱
だ
と
保
水
能
力

が
劣
る
。
１
９
６
９
年
（
昭
和
44
）
に
水

道
が
開
通
し
た
が
渇
水
期
に
は
慢
性
的

に
水
不
足
。
離
島
観
光
ブ
ー
ム
に
湧
い

た
１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）
に
は
し
ば
し

ば
断
水
し
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

や
船
が
給
水
し
た
。

　

天
売
の
森
が
少
し
ず
つ
健
全
さ
を
取

り
戻
し
た
の
は
、
１
９
８
０
年
（
昭
和

55
）
か
ら
６
年
間
の
水
源
林
造
成
事
業

に
よ
る
。「
土
塁
併
用
防
風
工
」
と
い
う

独
自
の
方
法
が
採
ら
れ
た
（
図
２
）。
土

塁
上
に
杭
を
深
く
埋
設
し
た
防
風
柵
を

立
て
、
さ
ら
に
雨
や
雪
を
溜
め
て
保
水

能
力
を
高
め
る
水
路
を
敷
設
。
土
塁
と

防
風
柵
で
護
ら
れ
た
な
か
に
、
ヤ
ナ
ギ

類
、
グ
イ
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
ハ

ン
ノ
キ
類
、
カ
シ
ワ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

な
ど
を
植
林
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組

島ぐるみで守り、育てる水源林 ―― 北海道・天売島の挑戦

繁殖地の道路に群れるウミネコ。2017年にそれまで繁殖していた島の反対側からこの地に移ってきた一般社団法人 天売島おらが島活性化会議の
代表理事を務める齊藤暢さん

図２ 天売島の水源林を再生した「土塁併用防風工｣（事業イメージ） 図1 天売島の森の回復具合

2000年
図3 天売島の森林面積の推移

杭を深く埋設することで
倒壊しにくい柵となる。
土塁は半永久的な防風
効果をもたらす

雨や雪を溜め、保水能力を
高めるなどの効果がある

水路工

土塁
ヤナギ埋幹

防風垣

（北海道留萌振興局の提供資料をもとに編集部作成）

（北海道留萌振興局の提供資料をもとに編集部作成）
上は水不足に悩まされていた1977年（昭和52）に撮影したもの。下は水不足が解消
された2000年（平成12）撮影のもの（提供：北海道留萌振興局）
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み
に
よ
り
、
現
在
の
森
林
面
積
は
１
９

５
６
年
の
約
20
倍
に
あ
た
る
１
９
７
ha

ま
で
増
加
。
水
不
足
の
問
題
は
解
消
さ

れ
て
い
る
。

豊
か
に
育
っ
た

森
を
健
全
化
へ

　

外
か
ら
見
る
と
豊
か
に
緑
な
す
天
売

の
森
だ
が
、
な
か
に
入
る
と
過
密
ぶ
り

が
わ
か
る
。
森
を
調
査
し
た
北
海
道
留

萌
振
興
局
森
林
室
普
及
課
主
査
の
小
林

順
二
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
強
風
で
倒
れ
な

い
よ
う
高
密
度
に
植
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
樹
冠
が
閉
鎖
し
て
太
陽
光
が
差
し

込
ま
ず
、
下
草
が
枯
れ
樹
木
も
根
が
張

れ
ず
貧
弱
な
箇
所
が
多
い
の
で
す
」。

　

放
置
す
れ
ば
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害

の
原
因
に
な
る
う
え
、
森
が
健
全
な
状

態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
間
伐
に

よ
る
手
入
れ
が
必
要
な
森
林
は
全
面
積

の
46
％
に
及
ぶ
。

　

一
方
、
天
売
島
で
は
２
０
１
２
年
ご

ろ
か
ら
「
島
お
こ
し
」
の
機
運
が
高
ま

っ
て
い
る
。
80
年
代
の
森
林
再
生
に
か

か
わ
り
、
こ
の
島
に
愛
着
を
も
つ
専
門

家
た
ち
に
よ
る
「
天
売
の
応
援
団
」
は
、

島
と
海
と
森
と
水
の
つ
な
が
り
や
水
源

林
再
生
の
意
義
を
島
民
に
伝
え
る
セ
ミ

ナ
ー
・
授
業
を
開
催
。
島
の
青
年
有
志

は
「
お
ら
が
島
活
性
化
会
議
」
を
発
足
。

羽
幌
町
は
エ
コ
観
光
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
す
エ
コ
ア

イ
ラ
ン
ド
構
想
を
策
定
し
た
。

　

民
間
主
体
の
島
お
こ
し
の
芽
を
大
き

く
育
て
よ
う
と
留
萌
振
興
局
で
は
２
０

１
５
年
（
平
成
27
）
か
ら
天
売
島
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。「
公
共
事
業
に
よ

る
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
、
島
民
と
応

援
団
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
、
木
材
の

〈
地
材
地
消
〉
に
よ
る
利
活
用
。
こ
の

三
方
策
を
５
年
計
画
で
進
め
て
い
ま

す
」
と
小
林
さ
ん
は
言
う
。
２
０
１
７

年
（
平
成
29
）、
お
ら
が
島
活
性
化
会
議
、

羽
幌
町
、
留
萌
振
興
局
の
三
者
が
「
未

来
に
つ
な
ぐ
木も
く
い
く育

の
島
づ
く
り
」
協
定

を
締
結
し
、
天
売
の
応
援
団
も
連
携
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

森・水・海
の
つ
な
が
り
を

後
の
世
代
に
残
し
た
い

  

「
お
ら
が
島
活
性
化
会
議
」
発
足
の

き
っ
か
け
は
、
地
域
再
生
の
成
功
事
例

で
知
ら
れ
る
島
根
県
隠
岐
郡
海あ

ま士
町ち

ょ
うへ

の
研
修
旅
行
だ
っ
た
。
遊
び
半
分
で
出

か
け
た
齊
藤
さ
ん
ら
有
志
は
「
頭
を
叩

か
れ
た
よ
う
な
衝
撃
」
を
受
け
た
。

「
人
任
せ
に
せ
ず
自
分
た
ち
で
考
え
る
。

そ
の
覚
悟
が
な
か
っ
た
。
北
海
道
や
羽

幌
町
が
何
も
し
て
く
れ
な
い
か
ら
島
が

衰
退
す
る
ん
だ
と
鵜
呑
み
に
し
て
い
ま

し
た
」

　

海
士
町
の
キ
ー
マ
ン
を
ワ
ー
ク
シ
ョ

間伐を行なうと森のなかはこのように明るくなる北海道留萌振興局森林室普及課主査の小林順二さん

天売島の森を再び荒廃させないためにはこうした間
伐が必要（提供：天売の応援団）

伐り出した木を運ぶ馬。天売島の土壌ではこの方
法が最適という（提供：天売の応援団）

天売島おらが島活性化会議と天売の応援団のメン
バーが、間伐材を利用して建てたシャワー小屋

水の文化 60号　特集「水の守人」
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ッ
プ
に
招
い
て
「
子
ど
も
が
行
き
た
い
、

親
が
行
か
せ
た
い
」
高
校
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
。
結
果
、
定

時
制
の
町
立
天
売
高
校
に
は
東
京
や
札

幌
か
ら
入
学
生
が
あ
り
、
小
中
学
校
や

保
育
所
で
働
き
な
が
ら
学
ん
で
い
る
。

在
校
生
８
人
の
学
校
に
羽
幌
町
は
２
０

０
０
万
円
を
か
け
て
寮
を
建
設
し
た
。

　

お
ら
が
島
活
性
化
会
議
で
も
Ｕ
タ
ー

ン
の
若
者
と
高
校
生
を
２
名
雇
用
。
バ

ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
用
に
敷
設
し
た
フ

ッ
ト
パ
ス
（
注
）
の
草
刈
り
や
、
猫
愛

護
団
体
と
連
携
し
た
鳥
に
は
天
敵
と
な

る
野
良
猫
の
保
護
活
動
を
町
か
ら
受
託

し
た
。

「
自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
て
相
談
す
る

と
役
場
の
人
た
ち
と
フ
ラ
ッ
ト
な
よ
い

関
係
が
築
け
ま
す
」

　

齊
藤
さ
ん
た
ち
は
、
天
売
の
応
援
団

の
セ
ミ
ナ
ー
で
森
林
再
生
の
苦
闘
の
歴

史
を
知
り
、
水
源
林
の
大
切
さ
を
痛
感
。

子
ど
も
た
ち
に
森
に
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
キ
ノ
コ
づ
く
り
、
間
伐
材
を
利
用

し
た
キ
ャ
ン
プ
場
の
シ
ャ
ワ
ー
小
屋
建

設
や
木
炭
づ
く
り
な
ど
に
、
留
萌
振
興

局
や
天
売
の
応
援
団
の
助
力
を
得
て
取

り
組
む
。

　

今
後
、
間
伐
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
る

木
材
を
、
薪
と
し
て
利
用
す
る
の
も
有

効
な
手
段
だ
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

参
加
し
た
の
ち
移
住
し
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

天て

宇う

礼れ

を
開
業
し
た
宇
佐
美
彰あ

き
の
り規
さ
ん

も
活
性
化
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
、
い
ち

早
く
薪
ス
ト
ー
ブ
を
導
入
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
重
ね
、水
源
の

森
を
守
る
こ
と
で
森
か
ら
栄
養
が
海
に

流
れ
る
。「
だ
か
ら
ウ
ニ
や
魚
が
獲
れ
、海

鳥
が
繁
殖
す
る
。
こ
の
豊
か
な
つ
な
が
り

を
後
の
世
代
に
残
し
た
い
」
と
い
う
齊
藤

さ
ん
の
思
い
は
島
民
共
通
だ
ろ
う
。

（
２
０
１
８
年
７
月
25
～
27
日
取
材
）

島ぐるみで守り、育てる水源林 ―― 北海道・天売島の挑戦

（注）フットパス

歩くことを楽しむために設けられた散歩道のこと。
【山・森林】

海鳥約100万羽と人間が共生する天売島。世界的にも貴重なこの島を支えているのは水源の森だ

7間伐材の有効活用の一つは薪にすること。
そのほか建築用資材や木炭などにも使ってい
る 8ゲストハウス天宇礼のオーナー、宇佐美彰
規さん。薪ストーブをいち早く導入した
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